
平成２９年度 

相談役・役員・委員２２名 各位  

 

 

 

 

  逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」 

      ６月度役員会開催のお知らせ（ご案内） 
 

ご多忙のところ、万障繰合わせの上ご出席の程、よろしくお願いします。 

日 時：平成２９年６月４日（日） １０：００～１２：００ 

場 所：逆瀬台小学校内 「ゆずり葉コミュニティルーム」 
 

≪ 議  題 ≫ 

報 告  

(1) ゆずりは会 「ゆずり葉まつり」について             (ゆずりは会） 

(2) 4/30(日)定時役員会＆5/9(火)５役会開催について           （相談役） 

(3) 5/8(月)/12(金) 行政と踏査、白瀬川「若瀬橋出入口の散策路」について  (会長) 

(4) 経理業務の支払いに係る注意事項について           （経理委員） 

資料(当日)  １～２頁 

(5) 7/24(月)福祉コミュニティ支援事業意見交換会について        (社協) 

資料(当日)  １頁 

(6) 7/1 付発行の「ゆずり葉だより」夏第８８号について        (事務局長) 

    引取り＝6/11(日) 10 時～11 時 

 議 案   

(1)「平成２９年度定時役員会議案書」について                  （会長） 

       資料(配布済) １～２1頁 

(2) 逆小校区「福祉ネットワーク会議」開催について          （社協） 

    資料(当日)  １頁 

(3) 宝塚市公園リノベーション事業補助金申請について        (事務局長) 

    資料(当日)  １～２頁 

(4) 宝塚市まちづくり協議会補助金「第４号事業」１７万円申請について  (事務局長) 

(5) 社協「福祉コミュニティ支援事業助成金」17.7 万円申請について  (事務局長) 

(6)「コミュニティ協賛金」について               (活動支援局長) 

    資料(配布済) 1 頁 

(7) 平成２９年度「活動登録助成金配布表(案)」について     (活動支援局長) 

    資料(配布済) 1 頁 

 ＊＊ その他事項について 
以  上 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会
「ゆずり葉コミュニティ」

会長 中 村 一 雄  
TEL ７２－５６４４ 

平成２９年５月１５日 



報告第１号 平成２８年度活動報告………………１～３頁 

報告第２号 平成２８年度会計・監査報告………４～５頁 

議案第１号 平成２９年度役員選任（案）………６～７頁 

議案第２号 平成２９年度事業計画（案）………８～９頁 

議案第３号 平成２９年度会計予算（案）…………１０頁 

 

≪参 考 資 料≫ 

  ★ 平成２９年度議決点数表 

「役員会」の年間日程表       ………１１頁 

「ゆずり葉だより」の配布年間日程表 

★ 会 則………………………………………１２～１４頁 

★ 会 則 改 正 の基 本 方 針  …………………………１５頁 

★ まちづくり協議会のあるべき姿について………１６頁 

★ まちづくり協議会について………………………１７頁 

★ 宝塚市まちづくり協議会の定義について 

「ゆずり葉コミュニティ」組織図 

★ 宝塚市のコミュニティ行政の基本的考え方……１９頁 

★ まちづくり地域計画の提案(見直し) ……２０～２１頁 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日 時  平成２９年４月３０日（日） 

       午前１０時 ～１２時 

場 所  ゆずり葉コミュニティルーム 

～ 議  事 ～ 

……１８頁 



 

報告第１号 平成２８年度活動報告 

全 体 活 動  

 (1) 定時役員会（総会） 

平成２８年４月２４日（日）に開催。役員 1９名(欠席３名)、非議決権者３名出席。 

平成 2７年度 活動報告・会計決算・監査報告の承認を受けた。 

平成２８年度 役員選任・委員選出。事業計画・会計予算の審議と承認。 

 (2) 会 議 開 催 

① 定時役員会（総会）：１回／年。 

② 役員会：５回／年。合計１２１名参加。 

③ 五役会：３回／年、１５名参加。 

④ 広報委員会：１４回/年。７９名参加。 

⑤ 経理委員会： ４回/年、８名参加。 

⑥ ゆずり葉まつり、運動会など活動支援会議（コミュニティ連絡会議）：４回／年、１１４名参加。 

⑦ 福祉ネットワーク会議：平成２９年２月５日（日）開催。２５名参加。 

⑧宝塚市まちづくり協議会「代表者交流会」が年７回開催され会長が出席。 

 

(3)「ゆずり葉まつり」 

平成２７年１０月１５日（土）に開催。家庭・地域・学校が一体となって取り組まれた。

「お神輿わっしょい」「子供コーラス」「お化け屋敷」「ゲーム」などで盛り上がり、子供たち

の健全育成の醸成となった。 

  

事 務 局 活 動  

広 報 委 員 

 ① 広報紙の発行とブログの更新 

「ゆずり葉だより」を年４回、Ｂ４版４面、カラー印刷で発行した。 

ブログを活用し情報公開に努めた。インターネットは、多量な情報の確保とスピーディ 

な配信ができた。 

   ② 広報紙の配布 

年度当初に１年間の配布日時を設定し、校区を網羅する１１自治会長、３マンシ 

ョン理事長又は担当者がコミュニティルームで引き取り、全戸配布した。 

また、外部配布は、行政関係、小・中・高の各学校、エデンの園、せいれい逆

瀬台デイサービスセンター等に配布した。 
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書 記 委 員 

    役員会のレジュメ資料は、会議開催日の 20 日前に作成し、相談役１名、役員 19 名と関

係委員に配布した。議事録は詳細に記録して会長に届け、次回役員会で全員に配布した。 

経 理 委 員 

    支払の請求があれば、出納は書類を確認して迅速・正確に行なった。補助金の申請と報告

書は、行政マニュアルに従って、説明責任が果たせるよう作成・提出した。 

施 設 委 員 

    活動拠点「ゆずり葉コミュニティルーム」の利用状況は、延べ３６３時間／年であ

った。午前中の利用は、比較的ゆとりがあるので有効活用を図っていく。 

 

活 動 支 援 局 活 動  

 (1) 地 域 交 流 事 業  

① ５マンション自治会と３マンション管理組合で構成する「白瀬川両岸集合住宅協議会」は、

毎月第２日曜日に代議員が集まりコミュニケーション会議を行なった。 

② シネマシアター上映会は、毎月数ヶ所の屋内会場や野外映画会を行い、映画を通して親睦

を図った。 

③ 自治会や老人クラブ、福祉活動委員会などが、桜祭り、夜桜の集い、盆踊り大会、夏祭り、

納涼花火会、文化祭、音楽会、展覧会、絵画展、お茶会、もちつき、収穫祭など活発な事業

を行い、住民の親睦、連帯意識の醸成と文化の高いまちづくりを進めた。 

④ 地域における支え合い、見守り支援の仕組み作りを行った。大学教授を講師としての学習

会、見守りのワークショップを開催した。 

 (2) 子 ど も の 健 全 育 成 ・ 三 世 代 交 流 事 業  

① 子ども・親・高齢者の異世代ふれあいを通して連帯意識を培うべく、小学生入学・卒業の

歓送迎会、クリスマス会、里山ハイキング＆バーベキュー、芋ほり、遊ぼう会など野外で三

世代のふれあい事業を実施した。 

② 子どもたちを対象に大型紙芝居・人形劇や秋の文化祭・児童コーラス、夏休み学習会・基

礎英語会話学習、ソロバンの指導などを行い、健全育成を図った。 

③子どもたちが歴史、伝統、文化に対する関心や理解を深め、尊重する心を育み、豊かな人間

性を涵養するため、平成１７年度から毎月「伝統文化いけばな子ども教室」の活動を進展さ

せている。 

④ ペットボトルのキャップを集めて「世界の発展途上国の子どもたち」にワクチンを贈る運

動「エコキャップ運動」を推進した。 
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 (3) 防 災 ・ 防 犯 推 進 事 業  

当校区の高齢化率は、４４％を超え、市内最高にある。一方で介護認定率は１９％と低く、

健康長寿を誇っている。安全で快適なまちづくりに住民の防災意識の高揚と自主的な防災、

防犯運動を展開した。 

また、育成会児童の見守り同伴下校のボランティア活動への参加の呼びかけを実施した。

児童の登下校時に合わせての散歩や植木の手入れなど児童を見守る活動を行なった。 

(4) 環 境 美 化 推 進 事 業  

  ①「まちをきれいに」を合言葉に公園や川のクリーンハイキングや清掃活動を行なって自然を 

保護し、ミヤマアカネトンボやホタルを育て、その鑑賞用道路を整備した。 

②「花と緑の会」の活動は、各単位自治会や管理組合で活発に取組んだ。 

(5) ゆ ず り 葉 散 策 路 整 備 事 業  

  ① 平成 10 年から始まった整備事業を継続して、裏山の豊かな自然を活かした身近な場所に

四季折々の花と緑があり、高齢者・子どもたち家族揃ってできる健康づくりのための散策路

があればと願っている。その整備を行ない、裏山の自然を観察しながらの健康ハイキングが

できるコースを開拓して、そのルート整備を行なった。 

  ②「ゆずり葉散策路西逆瀬台口」の出入口を駐車場持主が違法構造物で封鎖したため、行政に

対し市有地での不法投棄、設置した違法柵など撤去をまちづくり計画推進の一環として申入

れをした。 

  ③ 行者山東観峰登頂ハイキングを毎週日曜日の午前に実施した。 

 (6) 健 康 ・ 福 祉 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業  

① 平成２９年２月５日（日）、２５名により福祉ネットワーク会議を民生児童委員と社会福祉

協議会の共催で開催した。地域福祉推進計画の策定と実行を図った。 

② 住み慣れた地域での健康と安心を目指し、健やかでやすらぎに満ちた暮らしと、生涯にわ

たる健康づくりを推進した。ハイキング、卓球、太極拳、健康リズム体操、ゲートボール、

健康教養講座・健康教室の出前講座などを活発に行なった。 

③ 高齢者の見守りや閉じこもり予防・介護予防事業として、敬老の日のお祝い訪問、高齢者

相互の絆づくりを目指す食事会、ふれあいサロンを域内で１４箇所設置して、健康カラオケ

サロン、歌唱クラブ、ウクレレの会、手芸サークル、マージャン同好会などを実施して健康

づくり・福祉ネットワーク事業を活性化した。 

 (7) マンション群で「食の安全事業」としての直販実施 

    超高齢化が進み、急坂の多いベットタウンである当地は、近隣に商店街がないため、食品

の直販に取組み、地域づくりを高める多彩な取組みを例年通りに展開した。 
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項      目 予 算 額 実 績 額 摘                  要 

前年度繰越金      90,481    90,481 平成２７年度からの繰越金 

市の補助金 (1)     386,000     386,000 補助金交付要綱第５条 1・2・3 号 

市の補助金 (2)   170,000     170,000 4 号・祭り・文化・技能祭の絆づくり事業

福祉コミュニティ支援事業 180,000     180,000 宝塚市社会福祉協議会の助成金 

ふれあいいきいきサロン支援事業    40,000      40,000 「ゆずり葉シニアサロン」社協助成金 

社協の年末年始助成金    70,000     70,000 愛の持ち寄り運動公募配分金 

協 賛 金     110,000 108,340 1１自治会、３管理組合、エデンの園

広 告 収 入     250,000     238,120 「ゆずり葉だより」広告料 

雑 収 入         50            2 利息 

   合    計   1,296,531   1,282,943  

項      目 予 算 額 実 績 額 摘                  要 

活 動 費 285,000 286,196 組織運営、地域課題事業 

広報紙・ホームページ事業費     430,000     431,235 広報紙年 4 回発行 

市の補助金(2) 第５条４号   170,000     170,000 祭り・文化・技能祭の絆づくり事業 

福祉コミュニティ支援事業     180,000   180,000 宝塚市社会福祉協議会の助成金事業費 

ふれあいいきいきサロン支援事業    40,000       40,000 同上・ゆずり葉シニアサロン継続助成金 

社協の年末年始助成金    70,000     70,000 愛の持ち寄り運動公募配分費 

会議室等使用料        2,000       1,200 コミュニティルーム使用料 

プリント・コピー・文具代       30,000      31,333  

予 備 費       89,531     —  

   小    計   1,296,531    1,209,964  

次年度繰越金     －       72,979  

   合    計   1,296,531    1,282,943  

平成２８年度 会計収支決算書 
（平成２８年 4 月 1 日～平成 2９年 3 月３１日）

収 入 の 部 単位：円

支 出 の 部

平成２８年度の収支決算について、以上のとおり報告します。 

平成２９年３月３１日   経理委員 西 澤 芳 正    ○印

上記会計報告について、監査の結果適正であったことを認めます。 

平成２９年４月１日    監査役員 宮 岡 昭 一    ○印

報告第２号 平成２８年度会計・監査報告 
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拠点施設運営協力積立金 ２７年度残高  収   入  支   出  ２８年度残高 

      2８年度     638,029      36,306            0     674,335

拠点施設運営協力積立金特別会計 

特 別 会 計 

※ 収入の内、利息を含む 

平成２８年度の収支決算について、以上のとおり報告します。 

平成２９年３月３１日   施設委員 西 澤 芳 正    ○印  

上記会計報告について、監査の結果適正であったことを認めます。 

平成２９年４月１日    監査役員 宮 岡 昭 一    ○印  

◆ 福祉コミュニティ支援事業支出明細 

(1) 光ガ丘クラブ福祉活動費      120,000 円

(2) 逆瀬川グリーンハイツ夏祭り      20,000 

(3) ゆずり葉シニアサロン        10,000 

(4) ふれあいサロン・アヴェルデ  10,000 

(5) サロン遊楽里・西山      10,000 

(6) 午後のふれあいサロン・ひまわり 10,000 

（合 計）   180,000 

参考： 

◆ 宝塚市まちづくり計画に位置付けられた 

地域事業補助金 

(1) 逆瀬台文化祭         80,000 円 

(2) 逆瀬台夏祭り            60,000 

(3) 逆瀬台桜まつり      30,000 

（合 計）   170,000 
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氏     名 住            所 電    話 所          属 

大 澤 喜 弘 逆瀬台３－６－７ 71-8978 逆瀬台自治会 

佐 野 幸 二 〃 ５－２－１１ 72-6016    〃 

古 泉 義 太 郎 光ガ丘２－４－７ 73-4577 光ガ丘自治会 

小 畠 一 郎 〃 １－１９－９ 74-0388 〃 

外 山 算 彦 逆瀬台１－１１－２－４０５ 74-4711 阪急逆瀬台アヴェルデ自治会 

栗 林 和 晃 〃  １－１１－４－５１０        〃 

遠 藤 捷 爾 〃 １－８－Ａ－８０２ 77-1205 逆瀬川グリーンハイツ自治会 

柳 瀬 邦 雄 〃 １－８－Ｂ－２０３ 72-6834       〃 

光 村 正 生 青葉台１－１９－５ 20-0689 阪急青葉台自治会 

大 森 正 広 〃 １－１５－８ 72-8571     〃 

山 本  勝 逆瀬台１－３－Ｂ－５０２ 76-5424 逆瀬川マンション自治会 

木 下 滿 江  青葉台１－１－６－４３０ 72-1189 宝梅園団地自治会 

本 行 正 信 逆瀬台１－１０－１－３０５ 73-8023 宝塚西山住宅自治会 

原  裕 子 ゆずり葉台２－４－１９ 72-6178 ゆずり葉台自治会 

石 谷 清 明 逆瀬台１－７－１－５０５ 20-5054 阪急逆瀬台マンション自治会 

中 村 一 雄   〃  ２－７－１７ 72-5644 逆瀬台 2 丁目自治会 

平 塚 圭 子   〃  ２－７－３０－１１０９ 76-4110 逆瀬川パークマンション管理組合 

西 川 雅 己   〃  １－５－２－１１０ 77-9059 逆瀬台住宅管理組合 

原 田 充 成    〃  ３－１１－１－５１１ 78-8259 シャンティー逆瀬川管理組合 

役    職 氏    名 住          所 電  話 所     属 

相  談  役 井 箟 曄 雄 逆瀬台６－９－１８ 73-8013 逆瀬台自治会 

会   長 中 村 一 雄 逆瀬台２－７－１７ 72-5644 逆瀬台 2 丁目自治会 

事 務 局 長 石 谷 清 明   〃  １－７－１－５０５ 20-5054 阪急逆瀬台マンション自治会

活動支援局長 古 泉 義 太 郎 光ガ丘２－４－７ 73-4577 光ガ丘自治会 

監 査 役 員 遠 藤 捷 爾 逆瀬台１－８－Ａ－８０２ 77-1205 逆瀬川グリーンハイツ自治会

◆ 平 成 ２ 9 年 度 役 員 名 簿（案）◆  

議案第１号 平成２9 年度役員の選任

◆ 平 成 ２ 9 年 度 ５ 役 名 簿（案）◆ 
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役    職 氏    名 住         所 電  話 所     属 

広 報 委 員 北 川 順 子 青葉台２－１５－３ 72-4378 阪急青葉台自治会 

   〃 篠 原 和 豊 逆瀬台１－１１－４－５０７ 72-1658 阪急逆瀬台アヴェルデ自治会

書 記 委 員 高 崎 恒 子  〃 １－１１－３－９０５ 74-3963     〃 

経 理 委 員 山 川 恵 美 子 〃 ２－７－３０－５０１ 69-7458 逆瀬川ﾊﾟｰｸﾏﾝｼｮﾝ管理組合

施 設 委 員 中 村 一 雄  逆瀬台２－７－１７ 72-5644 逆瀬台２丁目自治会

役    職 氏    名 住          所 電  話 所     属 

監 査 役 員 遠 藤 捷 爾 逆瀬台１－８－Ａ－８０２ 77-1205 逆瀬川グリーンハイツ自治会

役    職 氏    名 住         所 電  話 所     属 

活 動 委 員 西 澤 芳 正 光ガ丘２－７－２３ 74-7070 光ガ丘自治会 

  〃 岩 井 友 久    〃  １－１２－１８ 73-1489    〃 

  〃 大 迫 規 子 逆瀬台１－１１－３－３０１ 73-4365 阪急逆瀬台アヴェルデ自治会

  〃 清 水 妙 子    〃  １－１１－３－７０８ 73-8272 〃 

  〃 久 原 正 基   〃  １－８－Ａ－２０７ 73-1384 青葉台自治会 

  〃 宮 部 鶴 子    〃  ２－７－３０－２０２ 73-1686 パークマンション管理組合

  〃 大 河 原 礼 子   〃  １－１０－１－３０７ 72-8330 宝塚西山住宅自治会

  〃 石 谷 清 明    〃  １－７－１－５０５ 20-5054 阪急逆瀬台マンション自治会

  〃 内 田 佑 子    〃  １－７－１－５０６ 72-1501     〃 

  〃 村 田 敬 子 青葉台２－８－６ 72-1652 青葉台自治会 

◆ 平 成 ２ 9 年 度 監 査 役 名 簿（案）◆ 

◆ 平成２9 年度事務局委員名簿（案）◆ 

◆ 平成２9 年度活動支援局委員名簿（案）◆ 



 

議案第２号 平成２9 年度事業計画（案） 

全 体 活 動 事 業  

 設立から２2 年目を迎えた当会は、他団体との連携と協働の強化とりわけ域内においての「ス

ポーツクラブ２１ゆずり葉」、「逆瀬台小学校ＰＴＡ」、「民生委員・児童委員」などと多様化した協

働の場を拡げる。１１自治会・３管理組合を中核とした役員会の議決機関と執行機関である事務局、

活動支援局による２局体制を効果的に機能させ、地域コミュニティの創造的形成を推進していく。 

 (1) 平成２９年４月３０（日）に総会にかわる「平成２９年度定時役員会」を開催する。 

役員会は、奇数月に３役による役員会資料の作成と配布、偶数月の第１日曜日午前１０時から

役員会の開催を基本とする。（参考資料１１頁の「役員会」の年間日程表を参照）。 

 (2)「宝塚市まちづくり協議会代表者交流会」は、中村会長が出席する。 

 (4) ゆずり葉まつりは、秋祭りとして「逆瀬台小学校ゆずりは会」を支援し、前年度なみを行う。 

 (5) 逆瀬台小学校運動会に地域の一部代表として参加する。 

 (6) ３マンション管理組合への宝塚市自治会連合会への加入促進策。 

  全国的に地域主権が進む中、自治会結成と宝塚市自治会連合会への加入促進について、宝塚市 

と宝塚市自治会連合会による説明会が開催されれば参加する。 

 (7) 第５次宝塚市総合計画「まちづくり地域計画」は、単なる計画に終わらせないためにフォロー 

体制を強化する。（参考資料２０～２１頁の「地域ごとのまちづくり計画」を参照）。 

事 務 局 活 動 事 業  

 (1) 広 報 委 員  

   地域自治を担う組織づくりは、情宣活動が非常に大切である。情報の受・発信に努め住民に 

オープンな情報の伝達を図る。 

① 広報紙の発行：年４回、Ｂ４版４面、カラー印刷で行う。 

     参考資料１１頁の「ゆずり葉だより」の配布年間日程表によりＣルームで各団体に広報 

紙を配布する。 

② ホームページの更新：http://yzrh.exblogjp/ 

  ＨＰ掲示板の更新：http://8507.teacup.com/yuzuriha/bbs 

  ブログの更新：http://www.hnpo.comsapo.net/yuzuriha/ 

③ Ｅメール：yuzurihacom@a.zaq.jp 

 (2) 書 記 委 員  

   役員会の議事録を速やかに作成する。併せてブログは、紙ベースと違い情報量の制限もなく、 

 
                    －８－ 

 



 

多量でスピーディに配信出来る。ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄして情報のオープン化と資料保存の確保を行う。 

(3) 経 理 業 務  

出納・収支管理の他、予算管理や補助金等の資金調達活動も行う。 

 (4) 施 設 業 務  

   コミュニティルーム等の運営業務を行い使用日の受付、使用料の徴収、鍵の管理等行う。 

活 動 局 活 動 支 援 事 業  

 (1) 地 域 交 流 事 業  

   ① 自治会や老人会、福祉委員など活発な事業を行い、文化の高いまちづくりを形成する。 

   ②「白瀬川両岸集合住宅協議会」は毎月代議員が集まりコミュニケーション会議を行う。 

 (2) 子どもの健全育成・三世代交流事業 

   子ども・親・高齢者の異世代ふれあいを通して連帯意識を醸成する。野外で三世代のふれあ

い事業を実施し、子どもたちの健全育成を図る。 

 (3) 防 災 ・ 防 犯 推 進 事 業  

   災害の未然防止に防災訓練の参加や防災意識の高揚を図る。 

   児童の登校時、下校時に時間を合わせての散歩や植木の手入れなど児童の見守りを行う。 

 (4) 環 境 美 化 推 進 事 業  

   「まちをきれいに」を合言葉に公園や川のクリーンハイキング、清掃活動を行う。 

 (5) ゆ ず り 葉 散 策 路 整 備 事 業  

   平成１０年から始まった整備事業を継続して、豊かな自然を活かした身近な場所に四季折々

の緑と花があり、高齢者・子ども家族揃って出来る「健康づくりの散策路整備」を行う。 

   「ゆずり葉散策路西逆瀬台口」の出入口を駐車場持主が違法構造物で封鎖しており、行政に

対し市有地での不法投棄、設置した違法柵など撤去をまちづくり計画の一環として推進する。 

 (6) 宝 塚 市 公 園 リ ノ ベ ー シ ョ ン 事 業 

   健康・見守り・居場所づくり・防災を目的とした魅力的な公園づくりとロードマッ

プの作成事業とする。 

(7) 健 康 福 祉 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業  

   高齢者福祉、子育て支援、特に一人暮らしの日常的な高齢者見守り活動や災害時の救助活動

「災害時要援護者支援制度」、「安心生活創造事業制度」の取り組みと健康福祉ネットワーク 

 事業を活性化する。 

 (8) マンション群で「食の安全事業」として直販活動を深化させる 

   超高齢化が進むなか、商店街もなく急坂の多いベットタウンであり食の安全に直販を拡充し、 

地域コミュニティ形成に向けて多彩な取り組みを展開していく。 
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議案第３号 平成２９年度会計予算(案) 
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項      目 金   額 摘                  要 

前年度繰越金 72,979 平成２８年度からの繰越 

市の補助金(1)     386,000 補助金交付要綱第５条 1・2・3 号 

市の補助金(2)     170,000 補助金交付要綱第５条４号 

社協の助成金(1)     177,000 福祉コミュニティ支援事業ステップアップ活動 

社協の助成金(2)       40,000 ふれあいいきいきサロン「ゆずり葉シニアサロン」

社協の助成金(3)       30,000 年末年始地域ささえ愛事業 

協 賛 金     110,000 ＠３０円／戸 

広 告 収 入    230,000 「ゆずり葉だより」広告料 

雑 収 入             0 利息 

   合    計   1,215,979  

項      目 金   額 摘                  要 

活 動 費     285,000 組織運営、地域課題事業 

広報紙・ホームページ事業費     405,000 広報紙年 4 回発行 

市の補助金(2)     170,000 補助金交付要綱第５条４号 

社協の助成金(1)   177,000 福祉コミュニティ支援事業ステップアップ活動 

社協の助成金(2)       40,000 ふれあいいきいきサロン「ゆずり葉シニアサロン」

社協の助成金(3)       30,000 年末年始地域ささえ愛事業 

会議室等使用料      2,000 コミュニティルーム使用料他 

プリント・コピー・文具代      25,000  

予 備 費       81,979  

   合    計 1,215,979  

拠点施設運営協力金 前年度繰越金  収  入  支  出 次年度繰越金

    ２８年度 674,335    35,000    70,000  639,335

平成２９年度 会計収支予算書
（平成２９年 4 月 1 日～平成３０年 3 月３１日）

収 入 の 部 単位：円

支 出 の 部

拠点施設運営協力積立金特別会計 

特 別 会 計 



 
◆  別表Ⅱ（第６条関係） 平成２9 年度議決点数表 

  自治会及びマンション管理組合     総戸数 ／ 議決点数 

逆瀬台自治会               ７５６ ／ ７５０ 

光ガ丘自治会               ４３７ ／ ４３０ 

阪急逆瀬台アヴェルデ自治会        ４５３ ／ ４５０ 

逆瀬川グリーンハイツ自治会        ３２３ ／ ３２０ 

阪急青葉台自治会             ３０４ ／ ３００ 

逆瀬川マンション自治会          １６６ ／ １６０ 

宝梅園団地自治会             １６０ ／ １６０ 

宝塚西山住宅自治会            １００ ／ １００ 

ゆずり葉台自治会              ９４／  ９０ 

阪急逆瀬台マンション自治会         ８３ ／  ８０ 

逆瀬台２丁目自治会             ８０ ／  ８０ 

逆瀬川パークマンション管理組合      １５１ ／ １５０ 

逆瀬台住宅管理組合            １２０ ／ １２０ 

シャンティー逆瀬川管理組合         ４８ ／  ４０ 

         合     計        ３,２７５ ／ ３,２３０ 

 

 

◆ 「役員会」の年間日程表 

  場 所 ： ゆずり葉コミュニティルーム 

     定時役員会   平成２9 年４月 30 日（日） １０：００～１２：００ （総会に替わる） 

     ６月度役員会    〃  ６月 4 日（日） １０：００～１２：００ 

     ８月度役員会    〃  ８月 6 日（日） １０：００～１２：００ 

     １０月度役員会   〃 １０月 1 日（日） １０：００～１２：００ 

     １２月度役員会   〃 １２月 3 日（日） １０：００～１２：００ 

     ２月度役員会  平成 30 年２月 4 日（日） １０：００～１２：００ 

     定時役員会     〃  ４月 29 日（日） １０：００～１２：００ （総会に替わる） 

 
 

◆ 「ゆずり葉だより」の配布年間日程表 

  下 記 日 時 で 「 ゆ ず り 葉 コ ミ ュ ニ テ ィ ル ー ム 」 に お い て 、 各 自 治 会 ・ 管 理 組 合  

の 担 当 者 が 引 取 り を お 願 い し ま す 。  

     平成２9 年６月 18 日（日） １０：００～１１：００ 

       〃  ９月 17 日（日） １０：００～１１：００ 

       〃 １２月１7 日（日） １０：００～１１：００ 

     平成 30 年３月 18 日（日） １０：００～１１：００ 
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逆瀬台小学校区まちづくり協議会会則   

 

 

（名 称） 

第１条 本会は、「逆瀬台小学校区まちづくり協議会」と称し、通称を「ゆずり葉コミュニ

ティ」と云う。 

（会 員） 

第２条 本会の会員は、逆瀬台小学校区に居住する住民とする。 

（事務所） 

第３条 本会の事務所は、逆瀬台小学校北館「ゆずり葉コミュニティルーム準備室」内に

置く。 

（目的と活動） 

第４条 地域住民参加による地域文化の創造・生涯学習・健康福祉の増進・自然保護・生

活環境の向上等を目的とする地域活動を支援し、住民相互の交流を図ると共に「健

康で心豊かな生活、住みよいまちづくり」を目指して活動する。 

（役 員） 

第５条 

１ 役員は、別表Ⅰのとおり選任する。 

２ 役員の任期は４月１日から翌年３月３１日までの１年とする。 ただし、再任を妨げ

ない。 

３ 役員に欠員が生じたときは、速やかに役員を選任し、就任した役員の任期は前任者

の残任期間とする。 

（役員会） 

第６条 

１ 役員会は役員で構成し、必要のつど開催して、次の事項を審議し決定する。 

  ① 会則の制定及び改廃に関すること。 

  ② 会長、事務局長、活動支援局長及び監査役員並びに委員の選任に関すること。 

  ③ 事業報告及び決算報告に関すること。 

④ 事業計画及び予算に関すること。 

⑤ 逆瀬台小学校区における「まちづくり」に関すること。 

⑥ その他本会の運営に関すること。 

２ 役員会は、会長が招集し、構成員の半数以上の出席（委任状を含む）をもって成立

する。 

３ 役員会の議事は、全員の合意による決定を原則とし、全員の合意に至らない 

ときは、別表Ⅱの議決点数により賛否を決する。 

４ 年度当初（４月）の役員会は定時役員会とし、１項②号、③号及び④号は必定議案

とし審議決定する。 
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５ 定時役員会の議案は、事務局長が会長、活動支援局長と協議して作成し提出する。 

ただし、事業報告書、決算報告書は、前年度の会長、事務局長、活動支援局長が作

成し提出する。 

６ 役員会の議長は、会長がこれを行う。 

（会 長） 

第７条 会長は本会を代表し会務を総括すると共に、対外業務を行う。 

（事務局） 

第８条 

   構  成  員数           担  当  業  務 

  事務局長   １名 事務局を総括し会長を補佐する。 

  広報委員   ２名 広報紙の発行及びＩＴの活用による情報・宣伝業務を行 

            う。 

  書記委員   ２名 書記業務及び庶務業務を行う。 

  経理委員   １名 経理業務を行う。 

  専任経理委員  ― 必要に応じ、特定事業の経理業務を行う。 

  施設委員   １名 逆瀬台小学校及び逆瀬台ディサービスセンター内の本会 

  の関係施設及び備品の管理業務を行う。 

（活動支援局） 

第９条 

   構   成  員数           担  当  業  務 

  活動支援局長 １名 活動支援局を総括し、会長を補佐する。域内個人・活動 

団体の登録申請の受付、審査及び許可業務並びに登録団 

体・個人との連携、調整、支援に係る業務を行う。 

  活動支援局委員 １０名以下  活動支援局長の補佐業務を行う。 

（会計監査） 

第 10 条 

   構   成  員数           担  当  業  務 

  監査役員   １名 経理処理の監査業務を行う。 

  監査委員   １名 監査役員の補佐業務を行う。 

（活動資金） 

第 11 条 本会の活動資金は、助成金・協賛金・事業活動による収益金等を充てる。 

（会計年度） 

第 12 条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年の３月３１日に終わる。 

 

付  則 

  １ この会則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 「ゆずり葉コミュニティ会則」は、平成２０年３月末日をもって廃止する。 

 

                    －１３－ 

 



 

別表Ⅰ（第５条関係） 

  自治会及びマンション管理組合    役 員 数(名) 

逆瀬台自治会                ２ 

光ガ丘自治会                ２ 

阪急逆瀬台アヴェルデ自治会         ２ 

逆瀬川グリーンハイツ自治会         ２ 

阪急青葉台自治会                   ２ 

逆瀬川マンション自治会           1 

宝梅園団地自治会              １ 

宝塚西山住宅自治会             １ 

ゆずり葉台自治会              １ 

阪急逆瀬台マンション自治会         １ 

逆瀬台２丁目自治会             １ 

逆瀬川パークマンション管理組合       １ 

逆瀬台住宅管理組合             １ 

シャンティー逆瀬川管理組合         １ 

      合     計        １９ 

備考 役員数は、３０１戸数以上２名、３００戸数以下１名、 

の基準により算定する。 

 

別表Ⅱ（第６条関係） 

  自治会及びマンション管理組合    総戸数 ／ 議決点数 

   逆瀬台自治会                  ／ 

   光ガ丘自治会                  ／ 

阪急逆瀬台アヴェルデ自治会           ／ 

   逆瀬川グリーンハイツ自治会             ／ 

   阪急青葉台自治会                     ／ 

逆瀬川マンション自治会             ／ 

宝梅園団地自治会                ／ 

宝塚西山住宅自治会               ／ 

ゆずり葉台自治会                     ／ 

   阪急逆瀬台マンション自治会           ／ 

   逆瀬台２丁目自治会                ／ 

   逆瀬川パークマンション管理組合         ／ 

   逆瀬台住宅管理組合               ／ 

   シャンティー逆瀬川管理組合           ／ 

         合     計            ／ 

備考 １ 議決点数は、該当地区の総戸数とし、毎年４月に至近の 

調査戸数を申告する。 

２ １０戸未満は切り下げとする。 
 

                    －１4－ 



 

      逆瀬台小学校区まちづくり協議会会則改正の基本方針 

 

(1) 地方分権が進み「宝塚市の地域自治制度」を担える組織づくりに向けて議決機関は、

単位自治会（単位マンション管理組合を含む）から選出した役員をもって構成する。 

 ①小学校区の広域になると議決の仕組みが大切で「代議員制度」の確立が重要となる。 

「逆瀬台小学校区自治会協議会」の充実が重要。 

 ②単位マンション管理組合は、財産管理が主目的であって自治会制度の組織化が必要で 

  ある。このため宝塚市全体として「マンション自治会結成の促進」を図る。 

※ 具体的に平成１９年１２月２日(日)宝塚市役所において管理組合の理事長に対し説明会を開催した。 

(2) 議決機関は「役員会」と称する。 

 ①会則による「まちづくり協議会」を機能させるには、絵に描いた餅ではなく如何に組 

織を簡素
ス リ ム

化するかである。 

②最高議決機関、常任評議会とか評議委員の用語はさけ住民誰でもが分かる一般用語の 

「役員会」にして総会を含む議決機関としての会議体を一本化した。 

③会議体の議論は、過程（プロセス）が大切であり二重構造の組織は不要である。 

 ④組織の牽制制度は大切であるが、議決機関において実践活動の汗をかかない人達が議 

決だけの権利主張をされても、執行機関には十分な理解が得られない。 

⑤会長、事務局長、活動支援局長は、役員会のメンバーから選任する。 

 これは組織の一貫性及び議決と執行のスムーズな協働を図るためである。 

(3) 組織の柱 

 ①組織の柱が議決機関「役員会」及び執行機関の「事務局」と「活動支援局」になった 

ことはシンプルで分かりやすく画期的発想である。 

 ②宝塚市は、「まちづくり基本条例」「市民参加条例」があるが、「宝塚市まちづくり協議 

会」に関する条例はない。現状として民生委員、防犯推進委員、青少年育成市民会議、 

健康づくり推進委員など多数の分野別による縦割り行政の地域活動を行っている。 

この観点から活動支援局のボランティア組織の活動は、自律と参画による「個人・ 

活動団体」を如何に支援するかにある。 

 ③会則改正は、住民の個人及び団体の提案権や活動権を基本にしており、ボランティア 

活動のより一層の活性化が図られている。ボランティア委員（部会長）は、主体的に 

部会を結成させ活動しやすい組織となった。 

(4) 議決に関して話合いによる合意を基本とするが、全員の合意に至らないときは、全住

民の公平性を期すため「議決点数」制度を設ける。これは画期的方策である。 

(5) 小学校区の地域づくりに大切なことは、「会則」の運用を上手くやることと広報紙やＩ

Ｔ活用による「情報の受・発信」の充実それに「人材」確保、特に地域リーダーは人

望・人格に優れボランティアのみんなが楽しくやれる一語につきる。 
以  上 

                    －１５－ 
 
 

平成２０年２月２日 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    －１６－ 
 
 

ゆずり葉コミュニティ討議資料 H21/10 作成 

  ～まちづくり協議会のあるべき姿について（考察）～ 

 

「まちづくり協議会」は、自治省（総務省）の答申に基づき、行政（宝塚市）が主導（先導）

して構築した組織 ＝「概ね小学校区地域」の「最小（行政区）執行組織」であると考えます。 但

し、他の行政が構築した組織＝ 民生委員・選管/明推協委員・人権委員・などは「人事を含めた

運営が行政」によって行われますが、「まちづくり協議会」は「人事を含めた運営が地域住民」

により行われる点が根本的に異なります。 

また「地域自治」の担い手（受け皿）となり得る「まちづくり協議会」は、組織として、以下

に述べる幾つかの条件を満たす必要があると考えます。 

その成り立ちの経緯から、「まちづくり協議会」は「行政の下部組織」であるとの認識を、一

部の「まちづくり協議会」（執行部）が未だに持っているように見えますが、これは誤りと思います。

その理由として 「まちづくり協議会」 は、地方自治 → 地域自治の実現に際し、「地域住民の

合意形成が出来る組織」 である事を前提とする 「最小の執行組織」 であり、近未来の 「地域

住民主導による“まち づくり”」 に際し、最重要かつ不可欠な役割を担う 「執行組織」 にな

らねばならない、と考えるからです。 

従って 「最小の執行組織」 としての「まちづくり協議会」は 「地域住民の合意」を形成する

事が出来ない 

「単なる活動家の集合団体（組織）であってはならない」 と考えます。 

また「地域活動を自ら行う」事を「まちづくり協議会」の目的とせず 「地域にとって有為な活

動を行う“個人～組織・団体”への支援を行う」事を目的とすれば、従来からの地縁団体である 「自

治会との親和性」 が無理なく生ま」れ、「自治会」が「まちづくり協議会」に対して積極的に協

力する事が可能となり「“自治会と一体化” した“まちづくり協議会”」を形成することが出来

ると考えます。 この 「まちづくり協議会」 は 「地域（小学校区）住民を代表する（自治）

組織」になり得ると考えます。 （支援 ：情報の収集・提供及び広報、人材紹介、資金助成、など。）

上記の考え方に基づいて「県民交流広場事業」の受け皿が「最小の執行組織」である「まちづ

くり協議会」となったことは当然と考えますが、たとえ「“まちづくり協議会”を名乗る団体」

であっても「地域住民の合意」を形成する事が出来ない「名ばかりの“まちづくり協議会”」で

は「地域（小学校区）住民を代表する（自治）組織」にはなり得ないため、地域自治の受け皿組

織としては不適切と考えます。 

現時点で「地域住民の合意」が形成出来る組織は「最小の自治組織（地縁団体）」である「（単

位）自治会、 見做し自治会（集合住宅管理組合）」 以外には存在しないため 「まちづくり協議

会」 と 「（単位）自治会」 「見做し自治会」 が一体となった「当該地域をもれなく網羅する

組織」 こそ、最も優れた「地域（小学校区）住民を代表する（自治）組織」 ＝ 「まちづくり協

議会」 と考えます。 

併せて「車の両輪論・組織」は一見優れた「論・組織」のように見えますが、両輪が同期（協

調）して回らない限り、車（組織）は迷走してしまう」 危険性を忘れてはならない、と考えています。

新組織構築の検討にあたり、勉強会講師はじめ多々ご協力ご助言を頂いた皆様に厚く御礼申し上げます。

以  上 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    －１７－ 
 
 

「逆瀬台小学校区まちづくり協議会」懇話会資料： H19/6/8 作成 
 

～“まちづくり協議会”について ～ 

 

－１－ 住民の権利（義務） 
 

① 提案権・・・・・何を？・何時？・どの団体/組織の？・誰に？ 

          個人・団体の提案 → 地域としての提案 

 （例：行政への要望・改善提案・助成金・交付金の使途・等。） 
 

② 活動権・・・・・個人・団体（個々の活動）→ 地域の活動 

（例：見守り活動、防犯活動、等、全地域が連携して行うべき活動への支援。） 
 

③ 評議/議決権・・・・・「住民合意形成組織」の構築が必要となる。 

 （議決権を持つ組織は、権利と共に責任・義務を果たさねばならない。） 

－２－ 現状唯一の“住民組織”自治会 
 

④ 自治会（６自治会） 

ゆずりは台・逆瀬台２丁目・逆瀬台・青葉台・宝梅園団地・光ガ丘 

上記６自治会は「逆瀬川小学校区自治会協議会」を発足させました。 
 

⑤ みなし自治会（８管理組合） 

逆瀬川マンション団地 管理組合法人・阪急逆瀬台マンション 管理組合・ 

逆瀬台住宅 管理組合・団地管理組合法人 逆瀬川グリーンハイツ 

シャンティ逆瀬川 管理組合・逆瀬川パークマンション 管理組合 

宝塚西山住宅 管理組合・阪急逆瀬台マンション-アヴェルデ 管理組合 
 

＜みなし自治会の形態について＞ 
 

＊ 自治会組織の有無。（管理組合とは別） 

＊ オーナー方式 又は 賃貸方式。 

住民 ＝ オーナー 必ず管理組合に加入する。 

住民 ≠ オーナー の割合は？ 管理組合に加入が出来ますか？ 

 

[自 治 会 組織]： 該当地域の住民は「加入する権利」を有する“任意団体”です。 

[管理組合 組織]：“不動産オーナー組織”であり、総ての住民が「加入する権利」 

を持たない（借家人・等）可能性があります。 
 

⑥ 老人ホーム（１園） 

    エデンの園の「住民組織」は、施設管理者 ではなく「入園者」です。 

以  上 

 

注：平成29年3月現在⇒11自治会 

注：平成29年3月現在⇒３管理組合 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    －１８－ 

 

地域のまちづくり協議会のイメージ図 

≪宝塚市発行「コミュニティの創造と発展」より≫

宝塚市まちづくり協議会の定義について 

≪宝塚市まちづくり協議会補助金交付要綱≫ 

(定義) 第３条 (1) まちづくり協議会 

地域社会における自治意識と連帯感を醸成し、

地域課題の解決に向けた事業を行うことを目的

に、概ね小学校区を範囲に、地域の公共的団体

及び地域で活動する団体の代表者並びに地域住

民により主体的に組織化された団体をいう。 

生駒市小学校区市民自治協議会

事
例

地区別計画 

役 員 会 

地域広報 
学習・研修 
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市民 

市民 

市民 

市民 

市民 

自治会と各種団体との協働 

ヨコ＋タテ＝総合的なまちづくり組織

生駒市人口＝120,888人、 世帯数＝49,117世帯

老人クラブ

民生児童委員

青年協議会 

ＰＴＡ

ＮＰＯ・ボラ
ンティア団体

≪参考：生駒市自治連合会ホームページより≫

障害者団体

警察・消防

自治会 

社会福祉協議会 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」の組織図 

◆ 自治会を中核(合意形成の確立)とした組織づくり、各種団体との相互補完 

連携・協働による組織の一元化と機能化を図っています。 

役 

員 

会

会計監査

戸 建 ＝６ 
マンション＝５ 

＊連合会未加入(見做し自治会)

白瀬川両岸集合住宅協議会
（通称：白瀬川ブロック）

＊  ＝議決権 
＊役員会：戸数による基準制度
＊賛否：議決点数制度 

◆ 市民活動団体 
スポーツクラブ２１ゆずり葉 
老人会、子ども会 他 
民生委員・児童委員 
逆瀬台小学校ＰＴＡ 
光ガ丘中学校ＰＴＡ 
青少年育成市民会議 
青少年補導委員 
人権啓発推進委員会 
各種活動団体・グループ 

◆ 行政、学校、社協、 
ＮＰＯ，事業者など 

逆瀬台小学校、光ガ丘中学校 
宝塚高等学校、宝塚西高等学校
逆瀬台郵便局 
宝塚市社協逆瀬台地区センター
せいれい逆瀬台ディセンター 
宝塚エデンの園、宝塚栄光園 
宝塚自動車、リッツネス逆瀬台 
リッツ介護タクシー、あゆみ建築
商店街 アヴェルデ・逆瀬台Ｍ
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                    －１９－ 

「コミュニティの創造と発展」平成１１年２月、宝塚市発行

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の 

３
段
階
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ 

１
ス
テ
ッ
プ
＝
組
織
構
成
発
足
、
情
報
紙
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト 

２
ス
テ
ッ
プ
＝
環
境
・
美
化
活
動
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、

子
ど
も
達
の
地
域
育
成
、
地
域
福
祉
活
動
等

多
様
な
視
点
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
生
活

課
題
へ
の
日
常
的
取
り
組
み
） 

３
ス
テ
ッ
プ
＝
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
自
治 

自
治
会
が

総
理
・
統

治
・
統
制
・

牽
引
役
…

…
…
す
る

自治会と各種団体との協働 

 ★ 地域自治＝合意形成の確立

 ★ 相互補完の原則 

まち協補助金交付要綱：地域社会にお

ける自治意識と連帯感を醸成し、地域課題

の解決に向けた事業を行うことを目的 

 

最小行政単位：連合会組織としない
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≪ 地域ごとのまちづくり計画を見直しました ≫ 
 

Ｎo 主体                施     策     内     容 

１  協働 ゆずり葉緑地からドングリふれあいの森・ヤマボウシふれあいの森、ガケ崩壊防止工事跡(緑と花づくりエリア) 

をネットワークする散策路を整備する。 

２  行政 裏山ハイキングコースの一つである行者山の前山無名峰に住民募集によるネーミングを行い、国土地理院の地形 

図に記載出来るようにする。 

３  行政 西宮市に抜ける県道明石神戸宝塚線に散策路としての歩道を新設し、国立公園・樫が峰、甲山森林公園、ゆずり 

      葉散策路から行者山へのアクセスを強化し、阪急仁川駅より阪急宝塚駅に至る宝塚市西部ハイキングコースの整 

      備を行う。 

４  行政 ゆずり葉台分岐点から盤滝口交差点までのかっての歩行道路の復元を図る。 

５  行政 ゆずり葉緑地の恵まれた自然の中でリクレーションをもっと市民が楽しむために広域から人々の集まる場所であ 

り、違法駐車解消のための駐車場の充実や北部地帯にトイレの新設をする。 

６  協働 ゆずり葉緑地の恵まれた自然の中でリクレーションをもっと市民が楽しむために広域から人々の集まる場所であ 

り、ゴミ対策の美化看板の設置を行う。 

７  行政 逆瀬川マンション北側から逆瀬台住宅に沿う白瀬川両岸に散策路と護岸のモルタルを一定の間隔で露地を穿って 

植樹と花木・花草を植栽してアメニティロードとしていく。 

８  協働 集合住宅内の市立公園と市設緑地の花壇植栽は、園芸愛好者サークルに開放し花壇を整備して市民の憩いの場と 

      する。 

９  協働 「コミュニティの部会」「グリーン逆瀬台」「花と緑の会」「青葉会」などの活動を中心に、地域住民がお互いに声 

      を掛け合い、助け合って地域内公園、公共用地の樹木や花の補植、清掃等の居住環境の保全・育成や山の自然や 

      散策路の維持管理、及び健康と美化を兼ねた散策活動の活性化に努める。 

１０ 行政 深谷貯水池を周囲に桜木を植樹して花見の名所にするとともに、水にふれあえる公園として有効活用できるよう

にする。 

１１ 行政 宝塚ゴルフ場の農薬散布に係る情報を定例的に行うよう要望する。 

１２ 行政 小学校・中学校・高校の体育館や運動場・空教室、各集合住宅の集会所･体育施設を一定条件の下に地域住民に開

      放し、スポーツ活動・コミュニティ活動の活性化を図る。 

１３ 協働 地域のコミュニティ活動の中心となる、「ゆずり葉コミュニティルーム」を更に一層有効活用するため、周辺の環

境条件の充実、例えば必要最低限の駐車場新設や出入り口等の整備を行う。 

１４ 行政 併せて、参加者おさそい相乗り運動の実施や福祉タクシー乗り合い制度、ミニバス(100 円バス)の導入を検討して

      いく。 

１５ 協働 自治会館の管理運営権の自治会への委譲を機に自治会館を地域住民のふれあいサロンとして活用して行く。 

１６ 市民 地域の有志に、街かどふれあいスペース(蔵書の公開、オープンガーデン、趣味の品作品展など)を提供してもら

い、地域住民間のふれあい・交流を活発にする。 

１７ 協働 独居老人の意向をふまえながら、病弱、持病がある人や障害がある人達の希望をまとめ、緊急通報システムや買

い物の手伝いなどの具体的な見守り運動を民生委員と連携して構築･展開する。 

１８ 協働 空巣、痴漢、いたずら電話が多発していることから、防犯対策として、交番と警ら箱、警察官立寄り所の設置を

要望するとともに防犯パトロールを強化する。児童の防犯に対しては、アトム 110 番の周知に努める。 

１９ 行政  県道明石神戸宝塚線に沿ってマンション群があり、車の騒音が大きく、速度制限や看板の設置、警察官の配置な 

      どの騒音対策を行う。 

２０ 協働 逆瀬台の住宅地内にあるバス通りは、周辺地域からの車の通り抜けが多く危険である。警察と連携のもと、スピ

ード制限を遵守するよう安全対策、騒音防止活動を行う。 

２１ 協働 逆瀬台１丁目の若瀬橋付近は、３道路が交差し、住宅街で見通しが悪い上に県道明石神戸宝塚線に通り抜けする

車が非常に多いため、通学時は大変危険である。保護者の立ち番の他、警察官の交通整理など児童の安全対策を

推進する。 

２２ 行政 青葉台のⒶ蔵人台共同墓地及びⒷ市営西山霊園に、墓参のための駐車場の新設を行う。 

２３ 行政 逆瀬台５丁目から共同墓地横を通り南口・逆瀬川方面への道路において、道路中央の部分が高くなっており、現

在の停止ラインで止まっても逆瀬台方面から来る車は見えないので大変危険につき安全対策を行う。 

平成２２年７月３０日付で宝塚市へ提出 

計画書の提出後に実施されたものは削除済み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考：施策番号の４０番は、内容を要約しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     －２１－ 

Ｎo 主体                施     策     内     容 

２４ 協働 路上駐車は、車椅子の障害となり、また見通しも悪くなるので、取り締まりを強化するよう警察署へ要望すると

共に、地域独自でのパトロール等に取り組む。 

２５ 行政 県道明石神戸宝塚線は、荒地西山線が開通すると交通量がますます増大する。このため、白瀬川西詰から諭鶴羽

橋北詰までの区間で、以下の４点について検討及び事業化を推進する。 

２６ 行政 Ⓐ３車線にして、右左折レーンの完全整備を行うこと。 

２７ 行政 Ⓑ南側沿いに幅広いグリーンカラーの歩道を設置すること。 

２８ 行政 Ⓒその歩道区域は、常緑高木の緑地化とその樹間はベンチ等を置いて憩いの場とすること。 

２９ 行政 Ⓓ現在２カ所あるバス停に充分なポケットを設置すること。 

３０ 協働 コミュニティ西側に広がる里山は宝塚市全体の貴重な自然であり、健康づくり活動とも連携しつつ、ボランタリ

ーな管理活動の推進を図る。 

３１ 行政 県道明石神戸宝塚線やバス通りの沿道は、街並みの統一・街路樹の統一・瀟洒なデザインの街路燈設置、歩道の 

      美装化など安全で快適な道路空間づくりに努める。 

３２ 行政 逆瀬台１丁目から白瀬橋を渡った４丁目公園の正面入口付近は、夜間暗く通行が危険であるし、防犯上も問題が

ある。まちの入口にふさわしい瀟洒なデザインの街路燈を設置する。 

３３ 協働 県道明石神戸宝塚線に沿う宝塚ゴルフ場の鉄柵フェンス・コンクリートポール・ネットはまちの景観を大きく損

ねているため、ゴルフコースの設計を見直すなどしてこれらの撤去検討を要望していく。 

３４ 市民 小学校、中学校の教育のなかで地域の魅力や問題点の発見学習を行い、まちづくりに対する意識や地域への愛着

を育む。 

３５ 市民 大人から積極的に子ども達に声をかける｢あいさつ運動｣を実施する。 

３６ 市民 地域で活動している各種団体の交流会、情報交換のためのイベント等を開催する。 

３７ 市民 地域内の様々な才能をもった住民に参加を呼びかけ、仮称「文化･技能祭」を開催し、音楽会や住民持ち寄り 

      の作品展示・観賞等を通じ地域文化の発揚と交流を定着する。 

３８ 市民 また、これらの方々を｢人材バンク｣として登録し、いざというときに活躍していただけるシステムをつくる。 

３９ 市民 地域住民を対象としたまちづくり学習、講演会の開催、県・市などが主催するまちづくり研修会への派遣・参加

を積極的に行う。また、他コミュニティや他自治体のまちづくり協議会と交流を行い、学習する。 

４０ 市民 ミミズクポスト、ゆずり葉だより、ホームページの充実に努め、双方向の意見交換ができるシステムを検討する。

４１ 協働 「白瀬川の自然を育てる会」 を発足させて、白瀬川の自然豊かでホタル鑑賞、自然観察などの住民が楽しめる環

境に変貌させ、住民の交流の場づくりを目指す。 



         宝塚市社会福祉協議会作成 

 

ネットワーク会議について（要旨） 

 

 ネットワーク会議とは、地域の福祉課題、特に社会的に支援を必要とする方 （々高齢者、

障害者、児童など）の生活課題に焦点をあて、地域住民と福祉・保健・医療の関係者が連携

をとり、誰もが住み慣れた地域で自立した生活を送るためにはどうすればよいかを考えて

いく会議です。 

 

 ネットワーク会議では下記のような機能が期待されます。 

・ 支援を必要とされる方を取り巻く支援ネットワークを協働して形成する。 

・ 地域の福祉課題を解決する仕組みづくり 

・ 潜在している福祉ニーズ（生活課題）の発掘、共有 

・ 福祉に関する情報交換、情報提供の場 

・ 福祉・保健・医療関係機関のサービスの改善、向上 

・ 地域住民の福祉への関心を高める（より身近なものに） 

・ お互いの役割を明確にする。 

・ 行政施策への提言を行う。 

 

 

目的 日常生活を送る上で基本となる範囲（日常生活圏域＝自治会範囲）や小

学校区（コミュニティ範域）において、社会的に支援を必要とする方々の

生活課題を地域の課題として共有し、地域住民と福祉・保健・医療の関係

者の連携をもとに話し合う場とする。また、それぞれの立場から出た意見

を反映させ、誰もが安心して生きがいを持って暮らしていける“福祉のま

ちづくり”をめざす。 

協議内容 ・ 地域で生活を営む上での福祉問題について 

・ 福祉サービス利用者から見た福祉問題について 

・ 福祉・保健・医療の現場から見た福祉問題について 

・ 地域住民と福祉・保健・医療関係者との意見交換、情報交換 

・ 新しい制度、サービスについての情報提供、学習 

 

構成員 （地域住民代表） 

サービス利用者、家族の会、各コミュニティ、自治会、民生委員児童委員、

老人会、ボランティアグループなど 

（福祉・保健・医療関係） 

健康センター、保健所、居宅介護支援事業者、居宅サービス事業者、福祉

施設、地域包括支援センター、社協など 

 



 

平成２９年５月１５日 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 

会長 中村 一雄 様 

                           社会福祉法人 

宝塚市社会福祉協議会   

理事長 稲 野  廣  

 

福祉コミュニティ支援事業見直しに向けての意見交換会及び 

第６次地域福祉推進計画説明会の実施について（ご案内） 

 

 時下、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

 さて、宝塚市社協では、地域住民が主体となって誰もが安心して、生きがいを持ちながら

暮らせる「福祉のまちづくり」に取り組まれるまちづくり協議会に対して、活動内容の相談

および助成金を交付する仕組みとして、福祉コミュニティ支援事業を実施しております。本

事業は平成１０年度よりその内容を大きく見直すことなく２０年目を迎えておりますが、近

年社会情勢や、まち協を取り巻く状況は大きく変化しており、従来の要綱では対応できない状況

が生じているため、このたび本事業の内容について見直しを検討することとなりました。 

 つきましては、下記の通り本事業見直しに向けての意見交換会及び平成２９年４月より始

動しております第６次地域福祉推進計画についての説明会を実施いたします。 

ご多用中とは存じますが、ご出席賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１、日 時  平成２９年７月２４日（月）１０時～１２時（受付は、９時半～） 

 

２、場 所  宝塚市総合福祉センター（安倉西 2-1-1） ３階 大ホール 

 

３、 出席依頼者  各まちづくり協議会３名程度 

（会長、本部役員、福祉ｺﾐｭﾆﾃｨ支援事業の活動に関わる福祉部員等） 

※事前に出席者名簿、名札等を作成したく存じます。出席いただける方が決

まりましたら、同封の出席者名簿を送信ください。 

 

４、内 容  （１）第６次地域福祉推進計画についての説明 

（２）福祉コミュニティ支援事業見直し案についての説明 

（３）グループに分かれて意見交換 

 

５、連絡先  宝塚市社会福祉協議会 よりあいひろば（宮田・大関） 

   電話：（0797）７４－３６９０ ＦＡＸ：（0797）７４－３６４０ 



              事 業 計 画 書 

        団体名    逆瀬台小学校区まちづくり協議会           

１ 事業種別 行政提案型・自由提案型 

地域密着型 

※行政提案事業テーマ 「お互いさま」があふれるまちづくり～エイ

ジフレンドリーシティ宝塚の取組～ 

２ 事業名 逆瀬台地域の魅力ある公園の創造とロードマップを活用した地域創生事業 

３ 事業を行なおうとした動機 

当地域では 4,100 世帯、約 8,700 人の方々が暮らしており、高齢化率が 44％と市内平均を大きく上回る一方で、逆

瀬台小学校は生徒数が南部地域では 3 番目に少なく、少子高齢化が進む地域です。また地域内は、マンションが林立

するエリアと戸建住宅が立ち並ぶエリアで構成されており、坂道が多いという難点があるものの、自然豊かで、公園

も多く、裏山ではハイキングも楽しめます。 

この事業は、5 年後を見据えた逆瀬台地域の街のあり方と課題について地域で話し合う中で、住民が発意したもの

で、公園や裏山の自然を活用し、高齢者から子どもまで3世代の近隣住民が交流を深め、①健康づくり、②居場所づく

り、③見守り、④防災を実現しようとするものです。これまで地域住民と健康福祉部、都市安全部などと企画段階から

話し合いを重ねており、本取組を通して、逆瀬台小まち協エリアの住民間交流を促進するとともに、住民と行政の新し

い協働事業の一つの形を提案したいと考えています。 

４ 事業を行う目的と期待される効果 

【目 的】 

地域に２２カ所ある街区公園や裏山の自然を活用し、自治会ごとに魅力ある『公園活用方法』を住民が考え、具体化

するとともに、逆瀬台小まち協が、各自治会による工夫を凝らした公園の活用策をまとめて紹介する『ロードマップづ

くり』を行うことで、地域住民の幅広い連帯感を醸成することを目指します。 

自治会ごとに考える公園活用策の例として、体操の場づくり、花壇づくり、ワンワンランド、ミニサッカーゴールの設

置、裏山ハイキングコースの整備などを想定しており、できることから実現することを目指しています。 

【効 果】 

(１) 近所の公園の活用策を考えるに当たり、花壇づくりのＮＰＯや健康づくりのボランティアの方々など地域人材と

の意見交換の場を設け、活動ノウハウの取得を行うことで、地域の人的資源の豊富さを体感することができま

す。 

(２) 近くの公園の活用策を地域住民で考えるという協働作業を行うことで一体感が醸成されるとともに、住み慣れ

た地域を見直すきっかけとなり地域創生への関心が高まります。 

(３) 魅力ある『公園活用方法』が具体化し、『ロードマップ』ができましたら、子どもから高齢者まで世代に応じて、自分

の興味や体力に見合った公園巡りのコースを自分で企画するなど「健康づくり」に寄与します。 

(４) 公園が地域の「居場所」となることで、住民同士の「見守り」や助け合い意識の芽生えが期待できるとともに、災

害時の一時避難場所としての公園活用など「防災」意識も高まります。 

(５) 本取組を通して、住民が身近な公園で花壇づくりや運動などを定期的に行うこととなれば、活動場所である公

園の草引きなどの日常の手入れを行うことで、公園河川課のアドプト制度の助成金を得ることができ、行政は公

園の維持管理経費を抑制できます。 

(６) 逆瀬台小まち協で始めるこの取組は、公園をキーワードに地域の連帯感を醸成するものですが、公園に限らず、

地域に存在するシンボリックな場所やモノが、地域の周遊の『つなぎ役』となり、地域の多様なヒトの垣根をなく

し、連携強化につながるものと考えており、今後の本市におけるモデルケースとしての役割を果たすものと思わ

れます。 

 

様式第２号 



５ 事業の内容（実施時期、場所、回数、参加予定人員等を具体的に記載してください。） 

(１)  事業内容 

逆瀬台小まち協エリア内に２２カ所ある街区公園や裏山の自然を活用し、自治会等(１１自治会、３管理組合)ごと

に魅力ある『公園活用方法』を住民が考え、具体化するとともに、逆瀬台小まち協が、各自治会等による工夫を凝

らした公園の活用策をまとめて紹介する『ロードマップづくり』を行う。 

(２)  実施期間 2017 年 6月 1 日～2018 年 3月 31 日（約 100 名）、 

(３)  活動工程 

・地域委員会設立 2017 年 6月初旬（約 8 名） 

・地域委員会と健康福祉部、都市安全部等との協議 2017 年 6 月末終了 

・全体工程（案）策定作業・・・・概ね週 1 回（行政 4～5 名参加） 

・実施計画書(まち協、自治会向け企画提案書)策定 2017 年 7 月末終了（各 10 名程度） 

・まち協としての取組了承 

・各自治会との調整 

・地域内で講師を招き健康づくり講演会やワークショップの開催 

・まち協、自治会による実施行動 2018 年 1 月まで（実人員約 100 名） （行政 2～3 名が適宜参加） 

・マップ作成（業者委託） 2018 年 2 月末まで 

・マップ配布及び関連イベント開催 2018 年 3月末まで 

   ・ワークショップを開催し、ロードマップをＰＲ。 

  ・ロードマップの発表会（本事業に取り組んだ自治会による発表会） 

  ・健康遊具の使い方の指導会（健康遊具で遊ぼう会等）開催 

(４)  成果目標 

１４自治会等のうち、半数の 7 団体が本取組に参加することを目指します。 

なお、まち協としては、本年度は参加できず、来年度以降の取組となる自治会等に対しても、広報紙の掲載や自

治会による取組発表会の開催により、翌年度以降の取組を支援します。 

 

  ☆委員会構成 

  委員会組織の構成について    

        

   地域委員会    

    （本部） ８名    

        

 マップ検討部会   裏山ハイキング部会  

     ラジオ体操部会  

        

        

自治会検討部会Ａ  自治会検討部会Ｂ  自治会検討部会Ｃ 

花壇   ﾐﾆ・ｻｯｶｰｺﾞｰﾙ  健康遊具  

        

        

各検討部会は公園部会として各自治会に属し、来年度以降も継続的に活動する。 

活動に際して、アドプト制度を利用することで活動財源を確保   

 



＜補助金事務担当からのお願い＞ 

 

まちづくり協議会補助金の執行にあたって 

特に注意していただきたいこと 

 

 年度末の報告書作成に際しては、以下のことに留意してください  

各部会毎の事務を担当される皆様にも周知をお願いします 

 

1 物品購入の領収書 

 品名、数量×単価、消費税額 が記載されていること。 

 レシート添付がベストです（領収書の名称で無くても可） 

2 謝金について 

・領収書には謝礼の目的、受取人の住所、氏名が記入されていること。 

・地域の人はボランティア（無償）が原則です。 

有償の場合「有償にしなければならない理由」を記入した理由書を会長

名で作成し添付すること。 

3 マイカーを使用した場合の交通費は金額を規定した「内規」を添付するこ

と。 

4 テレホンカードやラガールカードを購入した場合 

利用内訳書の作成とカードに記録されている残額記録のコピーを添付

（残額が無いことの証明として） 

5 料金振込又は自動引き落としで領収書が発行されない場合 

① 振込記録（振込日、振込先、金額、手数料が記載されたもの）又

は、引き落とし口座の通帳コピー 

② 請求明細書（品名、数量×単価、消費税額が記載されたもの） 

6 領収書の宛名は「まちづくり協議会」又はまち協内の「部会長」宛で作成

してもらうこと。 

7 バスツアーによる研修会を実施した場合は、研修成果報告書を添付するこ

と。 

8 その他、「まちづくり協議会自補助金に係る補助対象・補助対象外経費の考

え方」によって補助金執行をお願いします。 

 

※ 事業計画を大幅に変更する場合は、事前に担当者と協議して

ください。 

 

平成２９年４月   

 市民協働推進課 

0797（77）2051 



 

２０１５年（平成２７年度）より 

まちづくり協議会補助金に係る補助対象・補助対象外経費の考え方 

※団体構成員‥まちづくり協議会の校区内の方（個人・ＰＴＡ・自治会・スポーツクラブ等） 

 費  目 経   費 

 

 

 

 

 

補 

 

 

助 

  

 

対 

 

 

象 

 

謝金 

① 団体構成員以外の講師、指導者への謝金などの個人に対して支払う謝金 

※物品（弁当・食料はご遠慮ください）での謝礼品は消耗品で経理してください

※団体構成員を講師、指導者として謝金を支払う場合は、特別な理由について記

した会長名による理由書を必ずつけてください。 

交通費 

① 補助対象事業に係る連絡、物品調達、研修などに要する電車・バス代 

※原則実費弁償。年間、定例的に電車を利用される場合のラガールカード支給は

内規を定めていただいた上での対応とし、実績報告の際、明細を提出して下さい。

※自家用自動車を利用される場合の実費はガソリン代として研修地までの距離に

応じて、1㍑（＝150円）10ｋｍ走行可を基本に内規を定めて対応してください。

※自家用車を利用される場合、補助金での償却、事故補償は出来ません。 

雑役務費 ① 補助対象経費に係る振込手数料 

印刷製本費 

① 広報誌、案内チラシ等の印刷代（用紙代は消耗品で経理してください） 

② 会議資料等のコピー代 

③ 記録写真の現像代、焼き付け代             

通信運搬費 

① 補助対象事業に係る物品の搬送料 

② 電話料金・郵便料金・宅配メール便代 

③ プロバイダー料                                     

原材料費 
① 実践活動に要する資材・原材料（材木、釘、ペンキ等） 

② 料理教室の講師分の食材費（受講生は対象外） 

③ 防災訓練の炊き出しの食材費 

借上料 

① 会議室使用料 

② 機器などのレンタル、リース料、事業会場の音響、照明等の設備・整備費 

（模擬店等販売等の営利を目的とする設備整備は対象外） 

③ バス等の借上料（まちづくりに効果のある視察研修に限る。実績報告時に研修効

果の報告を求めます。）            

消耗品費 

備品＜複数年使用

できる消耗品で安

価なもの＞ 

（備品は備品台

帳を作成し管理

してください） 

 

① 印刷の用紙代 

② ＣＤ，ＤＶＤ，プリンターインク 

③ 記録用写真フィルム代 

④ 参考図書（タイトル、単価を明記。冊数は必要最小限でお願いします） 

文具類の購入費 

⑤ 子どもや高齢者向け事業に必要な参加賞（菓子などの食品は対象外） 

⑥ 記録用デジタルカメラ 

保険料 ① ボランティア保険料、行事保険料 

負担金 ① 研修先の会館等の入館料 

会議費 ① 会議等でのお茶代（150円程度の飲料、茶菓子は対象外） 

  

 

補

助

対

象 

外 

謝金、賃金等 ①  団体構成員に対し、労務対価として支払われる経費     

消耗品費 

会議費その他 

 

① 模擬店の食材費、原材料費 

② 料理教室等の文化教室参加者の食材費や材料費 

③ 会議・事業・イベント等での団体構成員の弁当代 

④ 模擬店等販売等の営利を目的とする音響、照明等の設備・整備費 

※執行する上でわからないことがあれば、市民協働推進課（TEL:0797-77-2051）にご連絡ください。 



                               平成２９年６月４日 

  関 係 各 位 

 

 

 

         『コミュニティ協賛金』支払のお願い 

 

   初夏の候、時下ますますご隆盛のこととお喜び申上げます。 

   地域住民参加の逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」も今年度で 

  ２２年目を迎えることが出来ました。 

  住民の方々より大きなご協力と多大なご理解を頂き、光が丘、青葉台、逆瀬台、ゆずり葉台 

と４千世帯、１万人のまちづくりを「福祉」「教育」「環境」などの活動を通じることにより、 

私たちの愛する街をより住みやすい、ふれあいのある地域にしていくよう、一人一人が連携 

を深めていく所存です。 

   つきましては、平成２９年度の役員会において、承認されました今年度の「コミュニティ 

協賛金」のご協力をお願い致したく、下記にてご案内申上げる次第です。 

   この「協賛金」は、まちづくり活動に役立てるものであり、一世帯当たり年額３０円とさ 

  せて頂きます。何卒、よろしくご高配を賜りますようお願い申上げます。 

 

                    記 

    (1) 協 賛 金     一世帯当たり年額３０円（原則として） 

    (2) 支 払 手 続 き 

① 振込の場合 

●振 込 先   三井住友銀行  逆瀬川支店 

                 口座番号   普通  ４０５９６９５ 

                 口座名義   ゆずり葉
は

コミュニティ 

                        会 長
かいちょう

 中
なか

 村
むら

 一
かず

 雄
お

 

     ●振 込 期 限  ７月末日までに振込をよろしくお願いします。 

                  

      ② 現金支払の場合 

        当日、役員会が開催される８月６日（日）午前９時５０分～午前１０時の間に 

        経理委員がコミュニティルームに居ますので領収書と引き換えによる支払。 

                                 以   上 

逆 瀬 台 小 学 校 区 ま ち づ く り 協 議 会 
  「ゆ ず り 葉 コ ミ ュ ニ テ ィ 」  

    会 長  中 村 一 雄  
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